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する事。

＜連絡事項＞

· 8/17より通行止めとなる区間があります。各自確認し、出勤時等注意してください。

· 8月の定期採血開始しています。事故のないようにお願いします。また、その日のリーダーは、忘れずに伝票をとりにいってください。

· 8/8ＮＰＯの理事会・総会のため来客が多くなります。離院等注意してください。

＜患者様連絡事項＞

・向山　忠義様～本日10時、施設入所のため家族、施設スタッフ付き添いにて退院されています。

・永洞　恭子様～下の義歯のブリッジ部分があわなくなっています。受持ちの担当者は、家族へ連絡し歯科受診の依頼をしてください。

＜転入患者様＞

・玉井　悠策様～本日10時、東病棟Ａユニットより南病棟Ｂユニットへ転棟されています。主治医は川端Ｄｒです。気分変動により暴言・暴力行為が度々みられています。その都度、主治医へ報告してください。

　　　　　　　　食事→粥・大盛り・キザミ　　　嗜好品→スタッフ管理（カード有）

　　　　　　　　義歯→破損しており、現在使用していない。

· 面会時、家族が本人へお金を渡している事あり。確認してください。

＜食事サービス委員会＞

· 配膳方法（ＣＤユニット）の検討をしてほしい。

→以前は、日清側で配膳していたが、最近はスタッフが配膳している。スタッフが配膳にまわると患者様の急変時に対応できないため。日清スタッフでお願いできないか。

· 7/23の夕食時、湯飲みが足りず小鉢にて対応していた。（ＣＤユニット）

＜プログラム報告＞

· 鈴木　正長様～正式にＣユニットへ移動となり、プログラムも促しにて参加出来てい

　ます。移動になった経緯については、「知らない」と答えていますが、本当に覚えていないのか、とぼけているのか微妙なところです。田端様との接触もありますので、トラブルに注意して観察していきましょう。

· 西澤　久様～プログラム中の居眠りが目立つようになりました。声をかけても目を覚

ませず、不機嫌となることもあり、介入には注意が必要です。同じ事を何度も訴えてきますが、返答の仕方で、攻撃的となる事もありますので、対応に注意していきましょう。

· 吉田　光男様～プログラム中の迷惑行為が見られています（手をたたく・廊下の中央

部分で寝る・トイレに他者が入っているのに入る等）。無理に止めさせようとすると、余計にその行為を続けようとするので、他の話題で気分転換を図りながら、環境を変えていけるよう介入していきましょう。

＜感染症対策について＞

最近、下痢や嘔吐が増えています。感染症対策をしっかりし、拡大防止に努めてください。また、患者様の食事の状況、排泄の状況もしっかり観察しましょう。

＜手洗いを実施する時＞

· 処置の前後（一処置一手洗い）

· 汚染器具・汚染リネン・廃棄物・清掃後、または清掃用具を取り扱った後

· 手袋をはずした後

· 飲食物の配膳の前（食べ物を取り扱う前）

· トイレ使用後

· 勤務交代の始めと終わり

· 創や粘膜に接触する前後

· 感染、又は保菌者に接触した後

· 重度な免疫不全状態にある患者様と接触する場合

· 血液、体液、分泌物、排泄物などで汚染したと考えられる時

＜速乾性手指擦り込み式消毒剤について＞

　速乾性の手指擦り込み式消毒剤の効果は高く、またエタノールの即効的な殺菌作用と消毒剤の残存効果により手指の細菌増殖を抑制するため、院内感染防止における有効性は高い。

しかし有機物などの汚れは落とさないため、手指擦り込み式消毒剤には『洗浄効果はない』ことに留意するべきである。

したがって明らかに目に見える汚れが手指に認められる場合は、周囲に手洗い場がない場合でもまず手指消毒を行い、その後に必ず再度流水と石鹸による手洗いを行うことが必要である。

　＝使用方法＝

1 指先の爪の間から手首まで手指全体をぬらすのに十分な量（３～５ｍｌ）の薬液を手に取る。

大きなポンプ：プッシュ１回：３ｍｌ

携帯ボトル：プッシュ２０回：３ｍｌ

手洗いの手順に従って、摩擦熱が出るまで良く擦り込む。よく擦り合わせると、角質層の中まで消毒剤が浸透し、消毒剤が乾燥するまで２～３分要する。少量の薬剤を手に取るだけでは手指全体にのばすだけで乾燥してしまい、擦り合わせることができず不十分である。

手洗い等しっかり行い、自分自身が感染者とならないようにしていきましょう！！
















































